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７．液状化しやすい地域の検討 

 本編5.3節では、液状化のしやすさの相対的な指標として、PL値が15となるときの地

表加速度を求めているが、ここでは、地盤モデルから求めた液状化しやすさとの比較

を目的として、7.1節では歴史地震をもとに、7.2節では旧地形をもとに地域の相対的な

液状化しやすさを検討する。 

 

7.1 歴史地震による液状化発生状況との比較 

 本編5.2節で述べたように液状化しやすい地盤には一定の特徴があるが、このような

地盤においては、過去の地震で液状化したとしても次の地震で再度液状化する（再液

状化）可能性が高い。このため、歴史地震による県内における液状化被害状況の資料

として、若松（2011）1による「日本の液状化履歴マップ 745-2008」の内容を整理し

た。また、都司委員（埼玉県地震被害想定調査検討委員会）から提供された安政江戸

地震における被害状況についても併せて整理した。 

図7.1-1にこれらの資料による液状化地点データを示す。 

 

 

図7.1-1 歴史地震の液状化発生地点 

  

                                                   
1若松 加寿江（2011）：『日本の液状化履歴マップ 745-2008 DVD＋解説書』、東京大学出版会 



110 
 

7.2 新旧地形図の比較による液状化しやすい地域の抽出 

 2013年3月に国土地理院より明治期の地形図を判読してデジタル化した資料（「明治

前期の低湿地データ」）が公開された（資料7.2-1）。 

 国土地理院によるデータから埼玉県域を抽出して、図7.2-1に示した。 

 

 

 

資料7.2-1 出典：国土地理院ホームページ  
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図 7.2-1 国土地理院のデータから作成した 

埼玉県内の旧地形 

 

※ このデータは、国土地理院町の承認を得て、同院の技術資料

D1-No.633「明治前期の低湿地データ」を利用し作成したもの 

である。 

（承認番号 国地企調第 400号 平成 25年 3月 28 日） 

 

＜注意事項＞ 

「明治前期の低湿地データ」は、位置の基準である三角点が整備 

される前に作成されたため、場所によってはかなりの誤差を含んで 

いることに留意して下さい。 
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